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第40回　衆議院議員総選挙
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　第40回衆議院議員総選挙が、7月18日（日）午前7時より午後6時まで役票が行

われました。当日は、天候がぐずっいていたため、投票者の出足がやや鈍り投

票率は前回を7％下回りました。

　投票者は、それぞれの思いをこめて投票していました。
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昨年の基本健康診査・血液検査（採血）
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心
臓
病
・
が
ん
・
脳
卒
中
・
糖
尿
病

な
ど
の
成
人
病
は
、
あ
る
日
突
然
に
な

る
の
で
は
な
く
、
長
い
年
月
を
か
け
て
、

徐
々
に
進
行
し
て
き
た
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
か
た
よ
っ
て
食
生
活
・
お
酒

の
飲
み
す
ぎ
や
タ
バ
コ
の
吸
い
す
ぎ
な

ど
、
か
ら
だ
に
良
く
な
い
生
活
を
長
期

に
わ
た
っ
て
続
け
る
こ
と
で
、
こ
の
よ

う
な
成
人
病
が
生
じ
る
、
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
成
人
病
の
多
く
は
、
症
状
が
現

わ
れ
た
時
に
は
す
で
に
簡
単
に
は
治
療

で
き
な
い
く
ら
い
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
覚
症
状
の
ほ
と
ん
ど
な

い
時
期
に
異
常
を
発
見
し
、
治
療
す
る

ら
（
身
長
・
体
重
）
、
血
圧
測
定
、
問
診

（
既
往
歴
・
家
族
歴
な
ど
）
、
心
電
図

検
査
、
医
師
の
診
察
、
血
液
検
査
（
肝

機
能
・
貧
血
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中

性
脂
肪
・
腎
機
能
）
、
医
師
の
指
示
に

よ
る
血
糖
検
査
・
眼
底
検
査
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
、
肺
が
ん
検
診
（
希
望
者
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
検
査
の
結
果
、
　
「
異
常
な

し
」
、
　
「
要
指
導
」
、
　
「
要
医
療
」
に

区
分
さ
れ
、
後
の
二
者
に
対
し
て
事
後

指
導
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
「
要
指
導
」
で
は
、
生
活
習
慣
（
栄

養
・
運
動
・
休
養
）
の
改
善
が
指
導
さ

れ
、
　
「
要
医
療
」
で
は
、
医
療
機
関
で

（2）

こ
と
が
、
成
人
病
予
防
に
は
な
に
よ
り

も
効
果
的
で
す
。

　
さ
ら
に
、
検
査
結
果
に
応
じ
て
、
生

活
習
慣
を
改
善
し
て
い
く
よ
い
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。

　
年
に
一
度
は
定
期
的
に
健
診
を
受
け
、

自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

基
本
健
康
診
査
と
は
…

　
四
十
歳
以
上
の
住
民
を
対
象
に
、
循

環
器
を
中
心
と
し
た
健
康
診
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
内
容
（
健
診
順
序
）
は
、
検
尿

（
た
ん
白
・
糖
・
潜
血
）
、
身
体
計
測

ノ盛　
　
も
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，
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　平成5年度
基本健康診査日程表

●

月　日 対　象　地　区　名

8月3日㈹
　　　　　　　　　ヨ成択（上1下）
嚥央2・惚掬㌧・

8月4日（水）

　　』　1

三葬玉新国

8月5段体）
上押切・下押切

樋春北・樋春南、、

8月6日㈹
御正暫田唱（土・下欝

野原

8月9日（月〉 小江川

　　　　　　　　机　　、

8月10日（火〉 塩・板井

8月11日（水）

須賀広・準、殉、η

柴・千代’・沖馨工丁自



受
診
し
て
精
密
検
査
や
治
療
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

“

●

　
健
診
を
受
け
た
あ
と
、
治
療
を
放
置

し
た
り
、
生
活
習
慣
が
そ
の
ま
ま
で
あ

っ
た
な
ら
健
診
を
受
け
た
意
昧
が
あ
り

ま
せ
ん
。
受
診
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
守

り
健
康
管
理
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
診
査
は
異
常
を
発
見
し
ま
す
が
、

健
康
を
創
っ
て
い
く
の
は
あ
な
た
自
身

で
す
。

　
こ
の
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

．
　
～

今
年
度
の
基
本
健
康

受
診
結
果
を

生
か
し
ま
し
ょ
う
！

診
査
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
、
八
月
三
日
α
℃
か
ら
八
月

十
一
日
困
ま
で
の
七
日
間
（
土
・
日
は

除
く
）
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
同
様
町
の
行
政
バ

ス
で
も
送
迎
を
行
い
ま
す
。
　
（
運
行
コ

ー
ス
、
時
間
は
個
人
通
知
の
受
診
案
内

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
）

　
な
お
、
地
区
が
指
定
し
て
あ
り
ま
す

が
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
他
の
日
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
肺
が
ん
検
査
も
加
わ
り
内
容
も
充
実

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
自
分
自
身
の
健

康
管
理
や
家
族
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

自己判断で
　　　治癩を紗めない

　　，：⑱

　　　　　河毎

　　　　　嶺

●
高
脂
血
症
を
予
防
し
よ
う

　
昨
年
の
基
本
健
康
診
査
で
、
受
診
者

の
三
割
が
高
脂
血
症
と
判
定
さ
れ
ま
し

た
。　
高
脂
血
症
と
は
、
血
液
中
の
脂
肪
分
、

つ
ま
り
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪

動物性脂肪の多い食品

（肉の脂身、マヨネー

ズ、バターなど）を減

らす

5．タバコはやめる

　か減らす。

6．ストレス解消に

　つとめる。

2．サバやイワシなど青背

　の魚を積極的にとる。

　血栓を予防します

が
高
い
状
態
を
さ
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も

か
ら
だ
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す

が
、
た
ま
り
す
ぎ
る
と
動
脈
硬
化
を

ひ
き
起
こ
し
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
毎
日
の
食
事
や
日
常
生

活
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

7．適度な運動を続

　ける。

3．野菜や大豆製品をたく

　さんとる。

　血中コレステロールを下げ
　ます。

4．食事はゆっくり、腹八

　分目

　「早食い」や夜食のとりす
　ぎは肥満のもと、肥満者は
　中性脂肪やコレステロール
　が多く、動脈硬化が起こり
　やすくなります。

新しい国保運営協議会

　委員さんの紹介

　任期満了に伴い、国保運営委員さんが平成

5年4月1日に、町長より委嘱されましたの

でご紹介します。

　国保運営委員さんについては、国民健康保

険事業の運営に関する重要事項を審議する委

員さんです。

　　国保運営協議会委員名簿

◎印　会長　　○印　副会長　　　　　　（敬称略）

氏　　名 選出区分 選出区分 住　所

◎ 松本　芳治
公　益

代　表
商工会会長 押切734

篠田　正勝 〃

議会文教厚生

委員会委員長

三　本

1440－3

小島　芳房 〃 区長会会長 樋春
　　1004

橋本和子 〃
農村婦人健康

教塞余長

小油箕

2159－1

○ 関口　公平
被保険

者代表
国保被保険者 成沢510

新井　正夫 〃 〃
三　　本

727－1

関口　定治 〃 〃
御正新田

58i一一1

松尾　英宏 〃 社禽教育委員 板井973

小林　正己
保険医

等代表

町医、学校医
（内科）

小江川

　　1963

飯罵　敏宏 〃 歯科校医 塩1022－1

石川　陽子 〃 学校医（眼科）
中央2丁

目7－2

一法師忠康 〃

薬剤師（ゼリ

ァ瓢薬工場長）

成　沢

1212－1
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町
の
土
地
（
町
土
）
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
ど
わ
て
、
現
在
も
将
来
も
限
ら

れ
た
面
積
の
大
切
な
財
産
で
す
。
こ
の

町
全
体
の
土
地
ζ
つ
い
て
、
計
画
的
に

緑
や
山
林
を
残
し
な
が
ら
開
発
し
、
町

の
発
展
老
生
活
を
よ
り
便
利
に
す
る
必

一要があり

ま
す
。

　
ご
の
こ
と
か
ら
、
国
土
利
用
計
画
法

と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
、
町
の
計
画
を

定
め
、
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
、
ご
協
力

と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
豊
か

な
自
然
を
生
か
し
た
住
み
や
す
い
町
づ

く
り
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　
こ
の
計
画
を
作
る
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
る
住
民
意
識
調
査
を
行
い
、

現
存
の
状
況
や
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
な

ど
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
皆
さ
ん

の
考
え
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
の
国
土
利
用
計
画
で
は
、
平
成
十

一
．
一
年
の
江
南
町
の
姿
を
考
え
て
、
将
来

（
．
平
成
十
．
．
一
年
）
人
口
を
一
八
、
○
O

O
人
、
世
帯
を
、
互
、
九
〇
〇
と
予
測
し

て
、
農
用
地
・
森
林
・
水
面
・
河
川
・

水
路
・
道
路
・
住
宅
地
・
そ
の
他
の
区

分
に
分
け
て
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
計
画
を
公
表
す
る
ま
で
に
は
、
町

民
の
意
見
を
う
か
が
う
公
聴
会
を
は
じ

め
、
皆
さ
ん
の
代
表
で
あ
る
議
会
に
は

か
り
決
定
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　
参
考
図
で
あ
る
、
　
「
土
地
利
用
構
想

図
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、
利
用

目
的
別
の
基
本
的
な
方
針
を
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

◎
農
用
地

　
農
地
は
、
食
糧
を
確
保
す
る
最
も
大

切
な
土
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
緑
地
や

水
害
な
ど
か
ら
町
民
を
守
る
用
地
で
す
。

こ
の
た
め
、
計
画
的
に
守
る
区
域
と
、

町
の
発
展
を
図
る
区
域
と
に
分
け
て
い

ま
す
。

◎
森
　
林

　
森
林
に
つ
い
て
は
、
町
の
特
色
で
あ

る
平
地
林
と
斜
面
緑
地
、
そ
し
て
丘
陵

林
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
森
林
は
、

町
全
体
に
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
水
や
大
気
の

環
境
を
守
る
上
か
ら
、
極
め
て
大
切
な

用
地
で
す
か
ら
、
豊
か
な
自
然
を
維
持

す
る
た
め
に
、
必
要
な
森
林
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

◎
水
面
・
河
川
・
水
路

　
水
面
を
始
め
川
や
水
路
は
、
自
然
環

境
を
保
ち
洪
水
な
ど
の
災
害
か
ら
守
っ

て
く
れ
る
重
要
な
も
の
で
す
。
こ
の
た

め
、
公
害
防
止
に
努
め
な
が
ら
整
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
荒
川
の
水
に
親

し
む
公
園
や
農
業
用
水
路
の
整
備
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

◎
道
　
路

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
町
の
発
展
と
生

活
を
便
利
に
す
る
た
め
に
、
欠
く
こ
と

●

の
で
き
な
い
施
設
で
す
。
特
に
、
国
道

や
鉄
道
の
な
い
町
に
と
っ
て
、
県
道
を

中
心
に
整
備
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
現
在
の
車
社
会
か
ら
は
不
足
と
な

り
ま
す
の
で
、
町
の
東
西
と
西
北
に
新

し
い
道
路
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
熊
谷
市
と
東
松
山
を
結
ぶ
新
軌
道
の

建
設
も
要
望
し
て
い
ま
す
。

◎
住
宅
地

　
町
の
発
展
を
図
る
上
か
ら
、
新
た
な

人
口
増
加
に
見
合
う
宅
地
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
現

在
進
め
て
い
る
第
二
土
地
区
画
整
理
事

業
を
早
く
進
行
さ
せ
る
ほ
か
、
熊
谷
南

部
地
域
整
備
計
画
と
合
わ
せ
た
住
宅
地

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
街
化
区
域
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
計
画
や
公
園
整
備
も
計
画
し
て

い
ま
す
。

◎
工
業
団
地

　
現
在
の
工
業
用
地
や
町
の
南
部
に
、

公
害
の
な
い
進
ん
だ
技
術
を
持
つ
工
場

や
研
究
機
関
な
ど
の
誘
致
を
進
め
、
町

民
の
方
々
の
働
く
場
所
の
確
保
に
努
め

る
ほ
か
、
住
宅
地
の
中
に
あ
る
工
場
を

工
業
団
地
へ
移
す
た
め
に
、
ミ
ニ
工
業

団
地
を
計
画
し
て
、
良
好
な
住
宅
地
づ

く
り
に
な
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

◎
商
業
地

　
現
在
の
大
型
店
を
中
心
に
商
業
地
を

整
備
し
て
、
日
常
生
活
に
必
要
な
品
物

が
手
に
入
る
商
店
街
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
◎
そ
の
他
の
用
地

　
公
園
・
緑
地
・
ス
ホ
ー
ツ
施
設
な
ど

に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活
に
安
ら
ぎ
と

健
康
を
与
え
て
く
れ
る
大
切
な
場
と
t

て
、
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
皆
さ

ん
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
計
画
し

て
い
ま
す
。
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江南町“土地利用構想図”
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第
三
日
目

7
ラ
ン
ク
7
ル
ト

畢

ミ
ュ
ン
ヘ
ン

新
井
政
男

塚
田
正
久

　
朝
七
時
三
十
分
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の

ホ
テ
ル
を
出
発
。
ま
だ
夜
は
明
け
き
れ

な
い
。
ド
イ
ツ
の
夜
明
け
は
日
本
よ
り

二
時
間
く
ら
い
遅
い
よ
う
だ
。

　
今
日
の
予
定
は
、
夕
刻
ま
で
に
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
に
着
く
こ
と
で
あ
る
。
古
城
街

道
お
よ
び
ロ
ン
マ
チ
ッ
ク
街
道
を
通
っ

て
行
く
と
の
こ
と
。
こ
の
名
前
は
、
ド

イ
ツ
が
観
光
用
と
し
て
名
付
け
た
と
か
。

バ
ス
が
行
く
道
路
は
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
と

称
し
、
ド
イ
ッ
全
体
で
は
全
長
五
〇
万

キ
ロ
に
も
お
よ
ぶ
ら
し
い
。
道
路
の
幅
は

極
め
て
広
く
、
片
側
四
車
線
で
八
車
線

と
な
っ
て
い
る
。

　
速
度
制
限
の
内
訳
は
、
一
番
右
が
八

○
～
一
〇
〇
キ
ロ
（
主
と
し
て
バ
ス
、

ト
ラ
ッ
ク
）
、
つ
ぎ
が
一
〇
〇
～
一
二

〇
キ
ロ
、
そ
の
つ
ぎ
が
二
一
〇
～
一
五

〇
キ
ロ
、
中
心
寄
り
が
速
度
無
制
限
と

の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
車
が
走
る
の

で
は
な
く
、
飛
ん
で
い
く
よ
う
な
猛
ス

ピ
ー
ド
で
あ
る
。

　
よ
ほ
ど
車
の
性
能
が
良
く
出
来
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
よ
く
事
故
を
起
こ
さ

な
い
も
の
だ
。

　
郊
外
に
出
る
と
見
渡
す
か
ぎ
り
の
畑

が
展
開
さ
れ
、
収
穫
の
終
わ
っ
た
後
で

あ
ろ
う
か
耕
地
は
き
れ
い
に
整
理
さ
れ

て
い
る
。
青
い
畑
も
目
立
つ
が
麦
で
あ

ろ
う
か
。

　
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
古
城
は
、
一
四

〇
〇
年
前
の
建
物
で
煉
瓦
造
り
と
な
っ

て
お
り
、
か
な
り
高
く
雄
大
な
廃
城
で

あ
る
。

　
よ
く
保
存
さ
れ
た
も
の
だ
。
丘
の
中

腹
に
位
置
し
、
こ
こ
か
ら
街
を
眺
め
る

と
素
晴
ら
し
い
景
色
だ
。

　
古
城
街
道
は
、
ネ
ッ
カ
ー
川
に
沿
っ

て
小
さ
な
町
並
み
が
続
き
、
そ
の
小
高

い
丘
に
小
さ
な
古
城
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
見
ら
れ
る
。
み
な
廃
城
で
あ
る
。
道

路
の
両
側
は
全
部
畑
が
続
き
、
整
理
さ

れ
て
お
り
日
本
の
ゴ
ル
フ
場
の
よ
う
だ
。

ワ
イ
ン
の
も
と
と
な
る
ブ
ド
ウ
畑
も
か

な
り
広
く
続
い
て
い
る
。
日
陰
と
な
っ

て
い
る
箇
所
に
は
帯
状
に
残
雪
が
あ
っ

た
。　
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
は
、
街
の
周
囲
が

城
壁
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
大
き
な
建
物

が
並
ん
で
い
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食

を
済
ま
せ
、
商
店
を
見
た
が
小
さ
な
窓

で
繁
華
街
の
店
先
と
は
違
う
。
屋
根
上

に
大
き
な
時
計
が
あ
る
の
も
数
多
く
見

受
け
ら
れ
た
。
中
心
部
の
広
場
で
は
、

大
道
芸
を
や
っ
て
い
る
者
も
い
る
。
外

は
冷
た
い
風
が
肌
を
刺
し
、
日
当
た
り

の
良
い
所
で
出
発
時
間
を
待
つ
。

　
午
後
三
時
こ
こ
を
出
発
。
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
に
向
か
う
。
今
日
の
全
行
程
は
五
五

〇
キ
ロ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
風
寒
く
丘
の
古
域
は
ロ
マ
ン
秘
め

（51



あτ先は役場総務課盈36－1521です。
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板井地区で八坂祭（天王様）

　7月10日Gゆ、板井地区の八坂祭（天王

様）が盛大に行われました。

　このお祭りは、無病息災・五穀豊じょ

うを願って行われたものです。

　神社にまってある天王様（みこし）や
だ　し

山車、子どもみこしも加わって地区内を

ねり歩き、老いも若きも楽しい一日を過

ごしました。

●

●

社会を明るくする運動

　第43回社会を明るくする運動（7月1

日～31日）期間中の7月3日（±）、北小学

‘校体育館にテレビなどで活躍中のフリー

アナウンサー酒井　広先生を迎え、ここ

ろの豊かさをもとめてミふれあい、しり

あい、かたりあい≒と題した講演会が行

われました。この社会を明るくする運動

・は、すべての国民が、それぞれの立場に

おいて力を合わせ、犯罪のない明るい社

会を築こうとする全国的な運動です。

　当日は、254名の皆さんが熱心に講演

を聞いていました。

↓
o
℃
剛
o
ω

　　　　　　　　　繍…騨別
　　．、’轟　・雛、記畿慮難　灘
騰、鯉響，、．．・．騰．

　　冶　　　　　　　　，　　　　　　　　　　F銅燃　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　　　　　鞘
　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　κ

　　　鯛　漂業　　　髪堀

　　　　「灘鑓灘㈱灘麟鰯繋糠一
　・　　1、騰鞭騨醐　轍韓、　繊鰍

丼　、、　　難欝難・博

・一、灘　

難難鷺響鱗　垂，、班

欝餐

霧　無

馨懸
織灘、

騰i・

北小で楽しく田植え

　機械化組合の管理している田で田植えを

　行いました。

　　この田植えは毎年学校行事の一環とし

　て実施され、ほとんどの生徒は実際に手

　植えをしたことがありませんが、機械化

　組合のみなさんや先生におしえてもらい

　ながら、楽しく田植えを行いました。

　　秋の刈り取りが待ちどおしいですね。

1鐸　6月28日（月）、北小学校の全校児童は、



トピッケス襲 身近かな話題、ホットなニュrスをお寄せください。

　　　　　　　　　　
　　一　磁　鰺轟　　　　　江南町農協農産物
島モー一氏・・一・’㍊講論看　　　直売所オープン
　　　　　　　　　耀7月11日（日天江南田丁‘こおし、ても待望の

　　　　　　　　　　　農産物直売所が、野菜の集出荷施設の隣
　　　　　　　　　　壱、譲りにオ＿プンしました．

　　　　　　　　　　ぜり組んだ結果・出来上がったものであ

　　　　　　　　　　　　り、地元住民や近隣市町村の消費者に新

　　　　　　　　　　　鮮で安く、安全なおいしい農産物を供給

　　　　　　　　　　　するとともに、地域農業の活性化を図る

　　　　　　　　　　　　ことを目的としています。
　　　　　　　　　灘幽
　　　　　　　　　　　　この日は、約700名の人出で賑い大盛

　　　　　　　　　　　況でした。

　　　投票率前回下まわる総選挙

0　　7月18日、衆議院議員総選挙と最高裁

O判所裁判官国民審査の投票が町内5カ所
ロコヨ

8蟹票犠騰雛騨レ1ザ、
←即日開票の日程で行われましな・
　　　当日は、あいにくの雨といフこともあ恕

　　り投票率は697・％でした・　醸、

　　　候補者別得票数はつぎのとおりです。
　　増田敏男島221票糸山英太郎1，34藁驚

●

●

　　　　欝「鰯灘騒1纏騒鰯灘翻　

　　　　き　　　
鰯一．1。1，、，、，．、，、　　，灘　ソフトボロル大会御正クラブ優勝

鞭・顯購麗灘萎躍　1繍　…鰯



子
供
と
楽
し
む
夏

　
夏
は
ま
と
ま
っ
た
お
休
み
が
と
れ
る

の
で
、
家
族
揃
っ
て
過
せ
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
海
に
行
こ
う
か
、
山
に
行
こ
う

か
楽
し
み
で
す
ね
。

◎
ゆ
と
り
あ
る
プ
ラ
ン
を

　
旅
行
に
行
く
前
に
、
一
番
小
さ
い
子

供
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
小
さ
い
子
供
の
生
活
で
大
切
な
こ
と

は
、
家
で
の
い
つ
も
の
ぺ
ー
ス
で
生
活

す
る
こ
と
で
す
。
生
活
の
リ
ズ
ム
が
大

き
く
崩
れ
な
い
よ
う
な
計
画
を
立
て
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
．
一
歳
以
下
の
子
供

は
出
か
け
る
こ
と
で
、
心
身
と
も
に
相

当
疲
れ
る
も
の
で
す
。

　
ど
う
し
て
も
出
か
け
る
場
合
は
、
十

分
な
休
養
を
と
る
、
余
裕
の
あ
る
配
慮

が
必
要
で
す
。
四
～
五
歳
に
な
る
と
旅

行
の
計
画
等
も
理
解
し
、
楽
し
み
に
し

た
り
、
あ
と
か
ら
楽
し
か
っ
た
想
い
出

と
し
て
記
憶
に
残
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
従
兄
弟
た
ち
や
友
達
な
ど
他
の
家
族

と
合
流
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
や
海
に
出
か

け
る
の
も
よ
い
で
す
ね
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
供
の
体
調
に

合
せ
て
調
節
で
き
る
よ
う
な
、
ゆ
と
り

を
も
っ
た
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

◎
海
や
山
に
出
か
け
る
時

　
海
に
遊
び
に
連
れ
て
行
く
の
は
一
歳

家
族
で
旅
行
す
る
時

過
ぎ
て
か
ら
。
上
の
子
の
た
め
に
や
む

を
え
ず
連
れ
て
行
く
場
合
、
せ
め
て
六

ヵ
月
を
過
ぎ
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
夏
の
海
辺
の
紫
外
線
は
強
烈
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
海
岸
に
出
る
の
は
日
中

は
避
け
て
、
日
差
し
の
柔
ら
か
い
午
前

中
や
夕
方
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
バ
ラ
ソ
ル
の
下
で
も
、
砂
に
反
射
し

た
紫
外
線
を
か
な
り
浴
び
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
．
歳
以
上
の
子
供
で
も
二
〇

分
か
ら
．
二
〇
分
遊
ん
だ
ら
ひ
と
休
み
す

る
よ
う
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　
砂
遊
び
も
長
く
な
る
と
、
背
中
の
日

焼
け
に
よ
る
や
け
ど
が
心
配
で
す
。

　
水
着
の
上
に
タ
オ
ル
を
か
け
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
汗
を
か

き
ま
す
か
ら
、
十
分
な
水
分
を
補
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
三
～
四
歳
の
子
供
で
も
海
辺
で
長
居

は
禁
物
で
す
。
ひ
と
し
き
り
波
と
砂
で

遊
ん
だ
ら
、
一
度
引
き
あ
げ
て
涼
し
い

場
所
で
、
お
昼
寝
タ
イ
ム
を
と
り
ま
し

ょ
う
。
気
を
つ
け
て
い
て
も
、
肩
や
背

中
の
日
焼
け
が
ひ
ど
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
や
け
ど
で
す
か
ら
、

皮
ふ
が
赤
く
ほ
て
っ
て
熱
を
も
ち
、
ヒ

リ
ヒ
リ
病
み
ま
す
。

　
手
当
は
十
分
に
冷
や
す
こ
と
で
す
。

　
高
原
や
山
間
の
川
辺
に
は
、
直
射
日

光
に
あ
て
な
け
れ
ば
、
月
齢
の
低
い
赤

ち
ゃ
ん
で
も
連
れ
て
行
け
ま
す
。

　
朝
夕
の
気
温
の
差
が
大
き
い
こ
と
、

虫
が
多
い
こ
と
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
海
で
も
山
で
も
決
し
て
日

帰
り
の
強
行
軍
を
し
な
い
で
、
時
間
に

ゆ
と
り
を
持
っ
た
計
画
を
立
て
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

◎
夏
に
多
い
事
故

　
夏
は
出
か
け
た
り
、
水
遊
び
の
機
会

が
多
く
な
る
の
で
、
子
供
の
事
故
に
は

気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

　
事
故
は
日
常
の
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し

た
す
き
に
起
き
ま
す
。

　
お
風
呂
場
の
浴
槽
に
、
水
を
入
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
水
遊
び
に
慣
れ
た
子
供
は
、
水
を
見

つ
け
る
と
一
人
で
遊
び
だ
し
ま
す
。

　
二
〇
㎝
の
深
さ
の
水
で
も
、
頭
を
突

っ
込
ん
で
起
き
ら
れ
な
く
な
り
、
溺
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
車
の
中
に
寝
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
を
置

い
た
ま
ま
、
親
が
遊
び
に
行
っ
て
い
る

間
に
、
熱
射
病
で
死
亡
す
る
と
い
う
悲

し
い
事
故
が
起
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
決
し
て
繰
り
返
し
た
く
な
い
事
故
に

注
意
し
て
、
こ
の
夏
を
楽
し
く
〃

●

棒
、

　
ず
’

周◎
・

水道の故障・修理は、

水道工事を施行した

指定工事店か、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

●

Φ
脚

8 角』の 当 番 工麟事 　店　客 　 　電講1番鎌緯

1　。6　・11・16・21。26・31 ㈱　コ　バ　ヤ　シ 36－1206
2　・　7　・12・17　・22・27 ㈲笠原設備工業所 36－3662
3　・　8　・13・18。23・28 ㈲松　本　設　備 36－5177
4　・　9　。14　・19　。24・29 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
5　・10　。15　・20　。25　・30 ㈱　光　栄　建　設 36－1052

（8）
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「
新
田
」
地
名
は
江
南
町
に
比
較
的

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
江
戸
時

代
以
来
の
呼
称
の
よ
う
で
す
が
、
由
来

は
、
耕
地
を
得
る
た
め
の
開
墾
を
盛
ん
に

行
っ
た
事
実
を
裏
付
け
る
も
の
で
、
祖

先
の
労
苦
の
跡
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
現
行
の
新
田
地
名
は
、
上
新
田
、
御

正
新
田
、
須
賀
広
－
新
田
、
新
田
裏
、

新
田
前
、
前
新
田
、
板
井
ー
新
田
、
野

原
－
下
新
田
が
あ
り
、
田
の
つ
く
地
名

を
加
え
る
と
三
十
箇
所
以
上
を
数
え
ま

す
。
他
に
、
江
戸
時
代
に
開
墾
さ
れ
た

新
田
が
再
び
山
林
に
戻
り
、
新
田
地
名

の
失
わ
れ
た
場
所
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

な
ぜ
、
町
中
に
「
新
田
」
地
名
が
み
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
地
名
の
意
味
や
由
来
に
つ
い
て
は
第

三
・
九
話
等
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
新

た
に
耕
作
地
と
し
て
開
墾
し
た
場
所
の

こ
と
で
す
。
荒
川
右
岸
地
域
の
場
合
、

土
地
の
乾
燥
度
が
高
く
、
水
が
得
に
く

い
た
め
、
良
い
耕
地
は
少
か
っ
た
よ
う

で
す
。
江
戸
初
期
に
甲
斐
武
川
衆
が
こ

の
地
域
に
多
く
入
植
さ
せ
ら
れ
た
の
も
、

荒
地
や
未
開
地
を
開
墾
す
る
使
命
を
持

っ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
第
二
次
大
戦
後
の
農
業
振
興
の
一

環
と
し
て
開
拓
団
が
入
植
し
た
こ
と
も

新
し
い
記
憶
で
す
。

　
新
田
開
発
は
江
戸
幕
府
の
政
策
と
し

地
名
は
語
る

田
H
」

●
第34話

て
推
進
さ
れ
、
県
内
で
も
低
地
・
台
地
・

丘
陵
地
と
実
に
様
々
な
場
所
が
開
墾
さ

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
前
期
は
、
濯
概
用

水
整
備
、
河
川
改
修
が
実
施
さ
れ
ほ
ぼ

完
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
南
町
に
係
わ
り

の
深
い
荒
川
六
堰
も
こ
の
時
期
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
利
根
川
・
荒
川
・
入

間
川
水
系
の
低
地
帯
の
耕
作
地
が
飛
躍

的
に
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
知
与
れ
、

元
腺
年
間
ま
で
の
増
加
は
「
武
蔵
田
園

簿
」
に
み
え
、
入
間
・
埼
玉
・
葛
飾
三

郡
で
十
一
万
石
余
り
と
生
産
高
が
増
え

て
い
ま
す
。
丘
陵
、
台
地
域
で
も

増
加
傾
向
だ
が
前
者
に
は
及
ば

な
い
よ
う
で
す
。

　
江
戸
中
～
後
期
に
も
幕
政
改

革
の
折
に
開
発
が
推
進
さ
れ
、

開
発
者
も
名
主
、
有
力
百
姓
と

幅
広
い
層
の
人
達
が
加
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
結
果
、
不
整
形

な
耕
地
、
谷
田
、
棚
田
ま
で
が

丘
陵
・
山
地
域
ま
で
造
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
農
業
技

術
の
改
良
・
干
照
り
に
強
い
水

稲
、
陸
稲
の
品
種
改
良
も
影
響

し
て
い
ま
す
。

　
米
は
日
本
の
歴
史
上
、
近
代

ま
で
経
済
の
中
心
で
し
た
か
ら

米
造
り
の
始
っ
た
弥
生
時
代
に

は
村
の
中
に
稲
籾
を
保
存
し
た

高
床
倉
庫
が
早
く
も
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
㎜

奈
良
時
代
に
は
税
と
し
て
徴
収
し
た
米

を
蓄
え
る
倉
を
、
国
、
郡
、
郷
に
備
え

正
倉
と
呼
び
国
家
の
運
営
に
充
て
て
い

ま
し
た
。
大
名
の
勢
力
を
い
う
場
合
も

米
の
収
穫
高
を
用
い
、
十
万
、
百
万
石

と
呼
び
ま
し
た
。

収
穫
高
が
勢
力
の
目
安
と
な
る
例
は
外

国
に
は
無
く
日
本
特
有
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
季
節
、
早
苗
の
伸
び
る
耕
地
を

当
り
前
の
よ
う
に
目
に
し
ま
す
が
、
大

変
な
労
力
を
必
要
と
す
渇
新
田
開
発
の

原
動
力
と
な
っ
た
想
い
は
、
そ
の
時
代

に
あ
っ
て
知
恵
を
絞
り
、
生
き
る
た
め
の

最
大
限
の
努
力
を
尽
し
、
な
お
、
豊
か

さ
の
意
昧
を
忘
れ
な
か
っ
た
人
々
を
考

え
さ
せ
ま
す
。
　
　
　
（
以
下
次
号
へ
）
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●高
い
山
の
頂
に
残
っ
た
雪
漢
が
、

　
真
夏
の
強
烈
な
太
陽
を
受
け
て
白
銀

　
に
輝
く
さ
ま
は
、
心
洗
わ
れ
る
風
景

　
で
す
。
夏
山
登
山
の
魅
力
の
一
つ
は
、

　
　

＝
一
こ
の
雪
渓
で
す
。

　
ぽ

・
一
一
　
雪
漢
と
い
う
の
は
、
高
山
の
へ
こ

一
㎝
一
ん
だ
斜
面
や
深
い
漢
谷
を
う
ず
め
た

　
　

箪
雪
が
、
夏
も
消
え
ず
に
残
っ
て

　
ニ

．
｝
『
い
る
も
の
で
す
。
氷
河
の
侵
食

．
．
作
用
に
よ
っ
て
で
き
た
カ
ー
ル

ど

．
．
　
（
巻
き
谷
）
．
』
、
よ
く
見
ら
れ

…
享
・
盛
慧
溶
け
て
し
ま
う
贋

　
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
万
年
雪

葬
難
都
髭
鶉
齢
圏

一
一
｝
解
や
凍
結
を
繰
り
返
し
て
、
氷

　
　

一
一
一
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
き

、
一
一
　
有
名
な
雪
漢
は
、
剣
岳
（
富

ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
き
ざ
わ

．
一
一
山
県
）
の
剣
沢
雪
湊
、
立
山
（
富
山

一
一
｝
　
　
　
　
　
（
ら
の
す
け
　
　
　
　
　
』
り
つ
玄

．
、
皿
県
）
の
内
蔵
助
雪
漢
、
白
馬
岳
（
長

ヨ

、
．
．
野
・
富
山
県
）
の
白
馬
大
雪
漢
な
ど

　
ご

、
．
、
で
す
。
特
に
白
馬
は
、
お
花
畑
が
魅

一
…
㎜
力
で
す
。
雪
漢
の
あ
る
山
に
は
、
高

…
㎜
一
山
植
物
の
群
落
が
見
ら
れ
る
こ
と
が

ゑ
＝
一
一
多
い
の
で
す
。

　
ご

一
一
一
　
以
前
は
、
雪
漢
ま
で
登
る
の
は
、

　
ニ

∫
ほ
と
ん
ど
若
い
登
山
者
で
し
た
が
、

　
ニ

一
一
一
最
近
は
中
高
年
者
の
登
山
熱
が
盛
ん

ゴ

一
一
一
に
な
り
、
多
く
の
人
が
雪
渓
を
楽
し

…
心

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
交
通
が
便

利
に
な
り
、
雪
漢
の
そ
ば
ま
で
車
道

が
で
き
、
雪
漢
バ
ス
ツ
ア
ー
で
カ
ラ

フ
ル
な
ス
キ
ー
ウ
エ
ア
に
身
を
包
ん

だ
団
体
が
、
ど
っ
と
押
し
寄
せ
る
風

景
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
雪

漢
の
一
部
を
滑
走
禁
止
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
八
月
一
～
七
日
は
、
「
観
光
週
間
」

で
す
。
わ
た
し
た
ち
の
貴
重
な
観
光

資
源
（
自
然
や
名
所
・
旧
跡
な
ど
）

　
　
を
一
人
一
人
が
大
切
に
し
、
あ

　
　
と
か
ら
く
る
人
も
気
持
ち
よ
く

　
　
楽
し
め
る
よ
う
に
、
ル
ー
ル
や

　
　
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
観
光
を
楽
し

　
　
み
ま
し
ょ
う
。

　
＝

塾｛ωノ》臥竃

儀ミ写一

ー
陶
．
－

り」…
一益蛋

　
9
、

覧
　
、

、
、

酬
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申込書

の交付

書
付
せ

込
受
合

申
の
問

◎日本国憲法施行の日以後

において、日本国憲法又は

その下に成立した政府を暴

力で破壊することを主張し、

又はこれに加入した者。

受験申込用紙は、熊谷地区

消防本部総務課、熊谷・中

央・妻沼消防署、玉井・荒

川・江南・大里分署のほか、

妻沼町、江南町、大里村の

各役場で8月10日（火）から交

付します。

8月11日から8月31日まで
（土曜日、日曜日は除く。）

熊谷地区消防本部総務課人

事教養係

熊谷市大字原島675－1

a22－4444　内線205・207

自衛官採用試験

●　　　防衛庁では、来春高校等卒業予定

　　者に対して応募の受付を開始いたし

　　ました。

　　　皆さんの若い力を自衛隊でいかし

　　てみませんか。

　　問合せ　役場住民課または、自衛隊

　　　　　　埼玉地連熊谷募集事務所

　　　　　　奮22－4855

圏　回　囮
　　国民年金保険料は

　　　ロ座振替で

国民年金の保険料は、将来、年金

を受けるためには20歳から60歳にな

るまで40年間、保険料を毎月きちん

と納めることが必要です。

　保険料の納め忘れを防ぐためには、

口座振替が便利です。

　口座振替は確実で便利　　ぜひ口

座振替をおすすめします。

※自動的に引き落とされますので、

　納め忘れがありません。

※毎月支払いに行く必要がありませ

　んので、手間がはぶけます。

年金受給者が亡くなったら

年金の届出をしてください

　老齢基礎年金や障害基礎年金を受

けていた方が死亡したときには、「死

亡届」を提出してください。

　年金の支払いは、年金受給者が死

亡した月の分まで支給されます。死

亡届が提出されないと、年金が引き

続き支払われ、余分に受け取った分

は、あとで返還してもらうことにな

ります。

　未受領の年金があったときは、「未

支給年金請求書」を提出してくださ

い。年金を受けていた人に、生存中

受けるべき年金が残っていたときに

は遺族が受け取ることができます。

夏休み期問中の16ミリ

映画フィルムの貸出

　大里広域視聴覚センターでは、16

ミリ映画フィルム・映写機の貸出を

行っています。

期間3日～5日間
種類児童劇、アニメ、家庭教育、

　　　社会教育
対象子供会、自治会、幼稚園、

　　　学校P　T　Aなどの団体

問合せ　大里広域市町村圏組合

　　　視聴覚センター832－7364

法務局備え付け公図の

　　閲覧の有料化

　法務局備え付け公図の閲覧は、本

年10月1日から有料となります。

　手数料は、公図1枚400円（登記
印紙で納入）です。

　なお、問い合わせは浦和地方法務

局不動産登記部門総括係

台048－863－2211　内線423

食中毒防止のお願い

　7月から8月にかけては、高温、

多湿のため、食中毒事故が発生しや

すい季節になります。

　食中毒を防ぐのは難しいことでは

ありません。

　次のことを守って健康に過ごしま

しょう。

・調理前（用便後）は必ず手を洗い

　ましょう

・ふきんやまな板は清潔なものをつ

　カ・いましょう

・調理したものは早めに食べましょ

　う

・加熱を要する食品については火が

　芯まで通るまで加熱しましょう

・生ものなどは冷蔵庫に保管（5℃

　以下）しましょう

問合せ　熊谷保健所　823－2811

一
5
噛
0
『
ヨ
鋤
峠
馴
0
5

●

想
い
出
に
包
ま
る
ひ
と
日
土
用
干
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

夏
見
舞
末
尾
に
一
句
添
へ
て
出
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

虫
干
し
を
知
ら
ぬ
世
代
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

荷
崩
れ
て
暑
申
見
舞
の
届
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

夏
見
舞
転
居
し
た
こ
と
添
へ
て
あ
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

暑
の
見
舞
十
七
字
音
で
申
し
け
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

旅
半
ば
暑
申
見
舞
の
筆
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

亡
き
母
の
温
も
り
広
げ
土
用
干
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

虫
干
し
や
し
っ
つ
け
か
か
り
し
帯
の
あ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

せ
ま
き
家
に
つ
な
ぎ
紐
し
て
土
用
干
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

病
む
友
の
暑
中
見
舞
の
墨
淡
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

虫
干
し
の
追
憶
の
姉
ま
だ
二
十
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

捨
て
ら
れ
ず
又
仕
舞
い
込
む
土
用
干
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ッ
ェ

虫
干
し
や
ど
れ
も
捨
て
る
に
捨
て
ら
れ

ず
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
花
枝

’詞

（

A
，

r㈹
、し

諒
（o
●

俳
句
会
⑲

ε
う
を
勘

虫
干
し
の
被
に
あ
り
し
切
符
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

遠
き
友
押
花
添
へ
て
夏
見
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

虫
干
し
や
亡
母
が
織
り
た
る
絹
衣
裳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

虫
干
し
や
若
き
日
の
衣
懐
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
美
津

虫
干
し
の
俄
か
に
減
り
ぬ
母
逝
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

虫
干
し
や
妻
の
遺
せ
し
長
編
絆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

過
去
を
恋
ふ
人
よ
り
来
六
、
る
夏
見
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

涼
し
さ
や
心
な
ご
ま
す
君
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
益
次
郎

虫
干
し
や
光
る
物
無
き
亡
夫
の
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

虫
干
し
や
形
見
の
品
に
母
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

釣
忍
添
へ
て
書
入
れ
夏
見
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

達
筆
に
健
在
を
知
る
夏
見
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男

（1①
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圖固圏團
　　　農林学級（8月）

開蜘 内　　容・ 一時』、闘・

8日（日） 木工鉛筆立て 午前10時

8日（日） トウモロコシの 午後1時30分

収穫

10日（火） お化けかぼちゃ 午後1時30分

コンクール

12日（木） 冷や汁と手打ち 午前10時

うどん

14日（七） 木工型抜き 午前10時

14日（土） 木工型抜き 午後1時30分

15日（日） 木工ティッシュ 午前10時

ケース

15日（日） トウモロコシの 午後1時30分

収穫

19日（木） パンプキン料理 午前10時

20日（斜 木工ふた付小箱 午前10時

22日（日） 木工工作室開放 午前10時

22日（日） 魚の生態教室 午後1時30分

22日旧） トウモロコシの 午後1時30分

収穫

29日（日） 木工おもちゃ箱 午前10時

　
　
所
月
務
8
事
（
理
座
離
講

料
公
芸
林
園

無
農
き

用
せ
花

饒

開催日 内　　　　・容蕎 残費　爾

5日（木） 秋蒔草花の手入れ 無　　料

10日（火） ポプリを楽しむ 1，500円

18日（水） 家庭菜園を365日楽 無　　料

しむ

23日（月） 四季の花壇を楽しむ 1，000円

27日働 上手な農薬の使い方 無　　料

　
　
ら
　
1
振
　
　
　
　
　
　
で
　
ン
　
植
　
　
　
5
・
入

　
　
か
　
一
物
　
　
　
　
　
所
　
セ
　
用
　
　

き
名
記

　
　
鋤
囎
　
会
蕩
餅
錨
　
霊
翻
　
n
課

　
　
時
田
内
　
む
時
集
ー
が
が
枚
脈
話
谷
所
生
会

分
8
本
園
　

し
　
1
5
は
園
な
師
具
－
住
電
周
田
健
衛
画

徽
民
鴇
欝
黛
撫
．
賄
）
欝
糊
醗
㈱
轍
撫

犠
幣
輸
誤
起
働
顯
蔽
鞠
、
欄
髄
料
食
製
臨
臨
腕

二
毎
行
大
埼
興
費
生
9
9
ー
講
埼
タ
公
物
無
昼
往
名
年
8
1
5
〒
智
親

騨
象
付
せ
　
　
野
時
　
　
合
容
費
品
み
　
日
員
先
せ

行
込
切
込
合

※
対
受
　
問
　
　
　
　
　
日
　
　
　
集
　
内
　
会
携
申
　
　
締
定
申
　
問

『ネバーエンディング・ストーリー』

日時8月11日（水）

　　　午前10時～11時40分

場所町勤労福祉センター
　　　　2階講習室

費用　無料

　　　家庭介護講習会

　母子家庭や寡婦の人を対象に、日

本赤十字社の「基礎家庭看護講座」

に基づき、病人の家庭での介護の仕

方を講習します。

対象者　母子家庭または寡婦の人

日時9月3日（金）、9日（木）、17日

　　　（金）　9時から15時30分

所
員
用
器
圖

場
定
費
申
問

日
所
種
格

験
試
場
職
資

寄居町中央公民館

20名（先着順）

無料（3日とも昼食付き）

8月13日（金）までに大里郡母

子会へ　智23－2813

圖國圏
消防職員募集

9月19日（日）午前8時30分

熊谷地区消防本部

男子消防職員　若干名

◎熊谷地区消防組合管内市

町村及び隣接市町村に居住

する者。

◎昭和44年4月2日から昭

和51年4月1日までに生ま
れた者で、高校・短大・大

学卒業者又は見込みの者。

◎っぎのいずれかに該当す

る者は受験できません。

・日本国籍を有しない者。

・禁治産者及び準禁治産者

・禁固以上の刑に処せられ、

その執行を終るまで又はそ

の執行を受けることがなく

なるまでの者。

●

六
月
中
届
出
　
　
年
齢

　
市
川
　
と
ξ
　
84
歳

　
栗
原
彌
三
郎
　
7
6
歳

　
高
橋
　
保
夫
　
5
9
歳

　
宅
森
　
と
よ
　
6
0
歳

　
新
井
源
太
郎
　
8
9
歳

　
吉
野
　
与
志
　
8
8
歳

板野野須須押敬
　　　　　　　　称　　　　賀賀　　　　　　　　略
井原原広広切）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

町民のうごき
12，140

12，120

12，090

人／戸

3，430

3，410

3，390

　　　4月　5月　6月　7月

　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略

六
月
中
届
出

成
沢

　
　
り
　
　
え
　
　
ニ

　
水
野
理
恵
子
　
　
三
女
　
　
（
薫

上
新
田

　
　
　
ま
な
　
み

　
川
島
　
愛
美
　
　
長
女
　
　
（
一
夫

甲
　
　
o
”

才
　
占
刀

　
　
　
け
ん
　
た

　
桑
島
　
健
太
　
　
二
男
　
　
（
久
利

　
　
　
ひ
ろ
か
ず

　
田
中
　
宏
和
　
　
長
男
　
　
（
宏
二

樋
春

　
　
　
た
か
　
こ

　
若
林
　
賞
子
　
　
二
女
　
　
（
正
喜

小
江
川

　
　
　
よ
し
あ
き

　
渡
邊
　
喜
暁
　
　
長
男
　
　
（
龍
男

　
　
　
し
ゆ
う
へ
い

　
寺
山
　
修
平
　
　
二
男
　
　
（
守
夫

千
代

　
　
　
あ
か
　
り

　
富
田
　
明
里
　
　
長
女
　
　
（
実

7月1日現在

姻
男
女
鵬

12，133

6，003

6，130

3，442

十19

十13

十6

十11

●

平成5年　救急出動状況

救急出動状況 6　月 累・計

交　　　　　　　通 4件 28件

一　　般　　負　傷 0件 7件

急　　　　　　　病 10件 77件

そ　　　の　　　他 1件 12件

合　　　　　　計 15件 124件
q1）



　　　　ゆう　　　た
平　井　悠太ちゃん

　平成4年10月6日生

　平井章浩・知世子さんの

長男（9ヵ月）　中央
　美人を見るといつもニコ

ニコ笑顔の悠太。

　人の気持ちのわかる、心

の優しい男の子に育ってほ

しいと願っています。

小　田　紗矢香ちゃん

　平成4年10月30日生

　小田光則・三鈴さんの

長女（9ヵ月）　　上新田

　こんにちは、お父さんの

事が大好きな紗矢ちゃんで

す。ヨロシク！ノ

　素直で優しい女の子にな

ってね！

　　　　　　まい
篠場　　舞ちゃん
　平成4年8月5日生
　篠場成男・良江さんの

長女（11カ月）　板井
　保育園で、たくさんのお

友達と毎日、』元気に遊んで

います。このまま健康で、

思いやりのある優しい子に

育ってほしいと思います。

　　　　たか　　ひろ

櫻井敬大ちゃん
　平成4年8月28日生
　櫻井利一・宮子さんの

二男（11ヵ月）　御正新田

　ボタが生まれてからあま

り写真も撮ってくれないの

に、今日はパチパチ。どう

したのかナー。急に、いい

ポーズなんて無理だよ！

●

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

ま
ん
じ
ゅ
う

福
田
カ
ツ
さ
ん
（
須
賀
広
）

▼
材
　
料

〔　黒
砂
糖
：
　
　
　
　
…
…
：
七
〇
g

　
重
そ
う
：
　
　
　
　
：
小
さ
じ
％
杯

薄
力
粉
…
・
…
　
　
　
　
…
二
〇
〇
g

　
小
豆
：
　
…
：
　
　
　
…
二
〇
〇
g

　
砂
糖
：
　
：
・
：
　
　
　
…
二
二
〇
g

　
塩
…
：
　
　
　
　
　
：
ひ
と
つ
ま
み

▼
作
り
方

①
小
豆
は
煮
て
あ
ん
を
作
り
、
ま
る
め

　
て
お
き
ま
す
。
　
（
十
個
分
）

②
黒
砂
糖
と
水
を
大
さ
じ
二
杯
半
を
鍋

　
に
入
れ
、
弱
火
に
か
け
て
溶
か
し
裏

　
ご
し
器
で
こ
し
て
、
少
し
冷
ま
し
ま

　
す
。

③
薄
力
粉
を
粉
ふ
る
い
で
ふ
る
っ
て
ボ

　
ー
ル
に
入
れ
、
ま
ん
中
に
く
ぼ
み
を

　
作
っ
て
お
き
、
重
曹
を
水
で
溶
か
し
、

　
く
ぼ
み
の
中
に
②
を
入
れ
混
ぜ
、
ひ

　
と
ま
と
め
に
し
ま
す
。

④
出
来
た
生
地
を
十
等
分
し
て
切
り
、

　
手
で
丸
め
た
後
、
直
径
七
～
八
セ
ン

　
チ
程
度
に
の
ば
し
ま
す
。

⑤
軽
く
打
ち
粉
を
ふ
っ
た
手
に
、
丸
く

　
の
ば
し
た
生
地
を
取
り
、
あ
ん
を
の

　
せ
て
包
み
閉
じ
口
を
下
に
し
、
打
ち

　
粉
を
ふ
っ
た
台
に
置
き
、
形
を
と
と

　
の
え
る
。

⑥
蒸
気
の
上
が
っ
た
蒸
し
器
に
ぬ
れ
布

　
巾
を
敷
い
て
⑤
を
並
べ
、
表
面
が
洗

　
っ
す
ら
ぬ
れ
る
く
ら
い
の
霧
を
ふ
き

●

ま
す
。
ぬ
れ
布
巾
で
お
お
っ
た
ふ
た

を
し
て
、
強
火
で
十
分
蒸
し
た
ら
出

来
あ
が
り
で
す
。

4
0
　
　
　
‘
’
　
　
　
ρ
ρ
　
4
ρ
ρ
’
一
’
　
　
　
一
’
ρ
’
ρ
’
ρ
ρ
ρ
ρ
　
’
ρ

、
　
覧
　
し
　
、
　
覧
　
、
　
魅
　
、
　
胤
　
覧
　
、
　
亀
　
も
　
覧
　
し
　
覧
　
も
　
職
　
覧
　
覧
　
亀
　
覧
　
、
　
噺
　
覧
　
魅
　
馬
　
、
　
、
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
く
ら

　
旅
行
な
ど
に
行
っ
て
、
枕
が
変
わ
る

と
眠
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
枕
は
安
眠
の
た
め
の
大
切
な
寝
具

で
す
。

　
高
さ
は
、
頭
を
乗
せ
て
沈
ん
だ
時
点

で
六
～
九
セ
ン
チ
く
ら
い
が
適
当
と
い

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
上
高
い
と
首
を
不

自
然
に
曲
げ
る
姿
勢
に
な
り
ま
す
し
、

低
す
ぎ
る
と
血
液
が
頭
に
下
が
る
の
で

快
眠
を
妨
げ
る
と
か
。

　
硬
さ
を
決
定
す
る
の
は
、
中
の
詰
め

も
の
。
昔
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
ソ
バ
殻

は
、
適
度
な
硬
さ
が
あ
り
、
通
気
性
、

放
熱
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
の
で
、
詰
め

も
の
と
し
て
好
適
で
す
。
熱
が
こ
も
ら

ず
、
サ
ラ
ッ
と
し
た
感
触
は
、
高
温
多

湿
の
夏
に
は
う
っ
て
つ
け
。
よ
り
心
地

良
さ
を
昧
わ
う
に
は
、
頭
に
触
れ
る
部

分
に
ソ
バ
殻
を
入
れ
、
敷
ふ
と
ん
面
側

に
パ
ン
ヤ
な
ど
を
入
れ
た
半
ソ
バ
枕
が

適
し
て
い
ま
す
。

　
人
気
の
羽
根
枕
も
、
保
温
性
と
同
時

に
放
湿
性
の
高
い
点
が
持
徴
で
す
。
た

だ
し
、
枕
の
生
地
に
よ
っ
て
は
、
羽
根

が
中
か
ら
飛
び
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
買
う
際
に
は
係
に
よ
く
確
か
め

て
く
だ
さ
い
。

（12）




